
多
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
、
 五
 

所
川
凍
簡
易
裁
判
所
の
新
庁
舎
 

新
築
問
題
に
関
し
、
外
崎
市
長
 

情
し
た
結
果
、
遂
に
実
を
結
び

総
長
、
村
田
仙
台
高
級
長
官
、
 

琴
隣
群
野
纏
軒
露
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市の人口動態 

（嬰裂鷲沿 
人口38.264 世帯6.5乃
出生 88 転入 168 
死亡 26 転出 146 

嚢
葉
嚢
 

青
少
年
保
護
育
成
 

運
動
の
責
施
に

つ
い

て
 

次
の
世
代
を
犯
罪
か
ら
謹
る
 
ー
覚
せ

い
糾
の
害
悪
を
根
絶
 
れ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
か
ら
之
 

た
め
の
・
青
少
年
保
護
育
成
運
 
す
る
 
の
よ
う

な
資
料
を
発
見
し
た
場
 

勘
・
が
起
さ
れ
て
か
ら
第
十
一
 

2
青
少
年
に
有
害
な
出
版
物
 
合
は
粗
極
的
に
申
告
し
て
施
策
 

回
目
の
本
運
勤
が
五
月
一
日
か
、
 
、

映
回
等
を
排
除
す
る
 
の
推

進
に
協
力
す
る
よ
う
お
願
 

ら

ー
ケ
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
 

3
青
少
年
自
身
の
自
覚
と
家
 
い
す
る
 

さ
れ
て
い
ま
す
o
 

庭
の
責
任
自
覚
を
高
め
る
 
（
家
庭

補
導
に
つ
い
て
 

青
少
年
の
不
良
化
防
止
は
仏
 
三
、
実
施
運
動
 
。
不

良
青
少
年
は
 

不
良
化
の
早
期
発
見
と
補
導
ク
 
ー
啓
繊
宜
伝
運
動
 
△
冷

い
家
庭
 

で
有
り
ま
す
o
警
察
は
青
少
年
 

2
補
導
取
締
 
△
ふ
し

だ
ら
な
家
庭
 

の
不
良
化
の
根
源
で
有
る
 

ィ
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
に
つ
い
 
△
厳
格

す
ぎ
る
家
庭
 

O
覚
せ
い
剤
の
害
悪
の
根
絶
、
 
て
 
△
放
任
主
義

の
家
庭

〇
青
少
年
に
有
害
な
田
版
物
、
 

昭
和
一
一十
九
年
一
月
か
ら
三
 
△

子
供
に
甘
す
ぎ
る
家
庭

映
画
の
排
除
 
十
年
三

月
迄
当
署
で
検
挙
し
た
 
に
多
い
ょ
う
で
す
、
不
良
化
防

に
全
力
を
傾
注
し
て
坂
締
を
進
 
覚
せ
い
剤
の
運
反
者
は
五
十
一
 
止
は
先
づ
家
庭
の
環
境
を
正
し

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
警
察
 
名
、
対
象
物
質
は
」
c
c
入
注
く
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

の
取
締
の
み
で
は
百
パ
ー
セ
ン
 
射液
大
三
、
九
八
」
本
 （
内
押
 
次
に
不
良
化
防
止
は
早
期
発

ト
の
効
果
を
挙
げ
る
事
は
難
し
 
収
敵
量
五
、
大
四
七
本
）
 
で大
 
見
が
第
一
で
す
。
 

く
番
察
の
取
締
に
併
行
し
て
 
三
沢
町
に

次
ぐ
も
の
で
あ
る
、
 

〇
行
先
を
知
ら
せ
ず
外
出
す
 

1
青
少
年
自
身
の
自
覚
と
家
庭
 
殊
に
覚
せ
い
剤
の
常
習
者
は
都
 
る
事
が
多
く
な
る

の
責
任
自
覚
を
高
め
る
こ
と
 
市
か
ら

轟
村
へ
移
行
し
て
い
る
 

O
学
校
か
ら
の
濡
り
時
間
が
 

2
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
こ
 
の
で
、
曹
察
は
景
村
青
少
年
を
 
ま
ち
‘く

に
な
る

と
p
 
 

覚
せ
い
剤
禍
か
ら
護
る
べ
く
不
 

O
ウ
ソ
を
つ
く
こ
と
が
多
く

が
最
も
必
要
で
あ
り
ま
す
か
ら
 
断
の
取
締
を
実
施
して
い
る
か
 
な
る
 

市
民
の
皆
様
は
何
卒
本
運
動
の
 
ら
市
民
の
皆
様
方
も
覚
せ
い
剤
 
〇
金
遺
い
が
荒

く
な
る
 

趣
旨
を
充
分
御
諒
解
下
さ
れ
ま
 
に
つ
い
て
は
間
一
層
の
御
協
カ
 
。
早
退
、

欠
席
が
多
く
な
る

し
て
格
段
の
御
協
力
を
お
願
い
 
を
お
願
い
す
る
 
〇

冒
語
、
態
度
が
不
良
臭
く
 

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ロ
有
密
な
出
版
物
、
映
画
等
 
な
る
 

I
ー
ー
一

l
i二
t
 

に
つ
い
て
 
こ

の
よ
う
な
場
合
は
不
良
化
 

運

動
実
施
要
領
 
ー

不
か

版
物
、
映
画
、
玩
具
ー
 

実
施
期
問
 

其
の
他
紙
芝
居
等
に
つ
い
て
は

五
月
一
日
よ
り
ー
ケ
月
声
、

少
年
の
非
行
の
動
機
と
な
り
 

I
実
施
目
譲
  

又
非
行
の
手
霞
と
し
て
用
い
ら
 

・

五
鬼

上
最
高
裁
 

ー
事

務
総

長
一
行

来

五
ー
 

新
庁
舎
の
総
工
費
は
約
四
千

万
円
で
、
今
年
度
一
、
九
七
五
 

」
碧
鯉
詳
維
編
軌
 

で
こ
れ
が
完
成
の
あ
か
つ
き
に
 

騒
鯛
露
」醸
鐸
即
 

片
片
片
 

の
第
一
歩
で
す
。
青
少
年
を
不

良
化
か
ら
護
る
事
は
社
会
共
同

の
責
任
で
す
。
 ・
家
の
子
に
限

つ
て
才
と
安
心
し
て
い
る
事
は

非
常
に
危
険
で
す
。
悪
へ
の
誘

惑
は
常
に
貴
方
が
た
の
 「
お
子

さ
ん
」
の
身
辺
に
忍
び
寄
つ
て

い
る
の
で
す
。
 

。
貴
方
は
学
校
の
先
生
と
連
絡

を
取
つ
て
い
ま
す
か
。
 

〇
お
子
さ
ん
の
日
常
生
活
に
関

心
を
お
持
ち
で
す
か
。
 

〇
不
審
な
点
が
あ
つ
た
時
、
矯

正
の
手
を
差
し
延
べ
て
居
り
ま

す
か
。
 

次
代
を
背
負
う
青
少
年
を
明

る
く
健
や
か
に
伸
ば
す
た
め
に

皆
様
の
積
極
的
な
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
 

v
敷

島
町
補
装

工
事

七
月
中
に
着
工
 

五
所
川
原
市
字
敷
島
町
の
補

装
工
事
は
県
の
子
算
の
関
保
七

延
引
し
て
居
つ
た
が
、
過
日
外

崎
市
長
が
県
側
と
交
渉
の
結
果

子
算
九
百
万
円
で
旭
町
ロ

ー
（
 

り
よ
り
鉄
道
線
路
ま
で
巾
員

一

五
米
に
補
停
の
上
補
装
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
 弘

前
市
田
身
、
 カ
下
さ
れ
、
其
の
大
半
が
今
日

奉
議
院
議
員
 
実
現
を
見
る
に
至
つ
た
こ
と
は

へ全
国
区
選
山
）
市
民
と
と
も
肥
深
く
感
謝
し
な

田
中
一
氏
（
5
4）け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
 

は
、
中
央
に
於
 
田

中
参
離
院
議
員
は
建
設
、
 

て
舌
麗
さ
h
て
子
算
常
任
委
員
会
委
員
、
右
派

暑
る
こ
と
ま
眼
誓
会
党
中
央
執
行
委
員
、
全
国

印
つ
西
り
で
ら
一中
小
企
業
搾
護
連
盟
顧
問
、
三
 

5
ド
、
寺
こ
k
一
友
商亭
会
社
ォ
長
等
の
要
撒
に

具
廿
身
つ
攻
を
あ

り
、
そ
の
活
躍
が
全
国
民
か
 

u
つ
て
、

E
祈
ら

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

川
原
市
誕
生
以
 

‘
ー
 

（
五
瞥署
）
 

戦
い
，
が
ら
も
着

A
作
案
を
進
 

来
、
市
の
発
展
の
た
め
、
各
猛

一

建
設
響
金
の
蓬
得
、
五
所
川
原

簡
易
議
判
所
及
五
所
川
原
電
報

電
話
局
新
庁
舎
建
築
等
に
御
協
 

市
制
施

行
 

⑩
図
案
説
明
 
籍

醜
雅
輔
畿
監

記
念

祭
 

、
精
濃
擢
読
，
弱

勲
結
秘
器
競
裟

編
響
曜
曜
議
銀
躍
線

競
鷲
甑
課

競
纂
競
肋
縫
雑
”
 

日
間
、
予
算
大
O
万
円
で
市
及
 
そ
の
中
に
五
を
表
象
し
、
将
来

畠
断
ヤ
●
謙
投
つ
一
日
も
早
く
 

昨
年
十
月
一
日
五
所
川
原
市

外
大
ケ
村
が
合
併
し
、
 五
所
川

原
市
の
誕
生
を
見
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
 

、
市
紋
章
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
内
容
も
五
所
川
原

市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
簡
単

明
瞭
に
表
示
し
た
も
の
を
募
集

中
の
処
、
こ
れ
が
応
募
者
は
県

内
各
地
は
勿
論
、
違
く
神
戸
、
 

仙
台
方
面
か
ら
も
あ
り
、
去
る

四
月
三
十
日
迄
の
プ
切
ま
で
に

一
一
二
入点
の
多
数
に
の
ぼ
り
、
 

こ
れ
が
審
査
の
結
果
左
の
五
点

を
入
選
及
佳
作
と
決
定
し
た
。
 

一
、‘
入
 選
 
一
点
 

〇
賞
金
 
五
千
円
 

青
森
市
松
原
町
 

村
 
元
 
女
 
正

一
、
佳
 
作
 
四
点
 

市
制
施

行

記
念

祭
 

市
制
施
行
祝
賀
記
念
祭
は
、
来

る
七
月
十
七
、
八
、
九
日
の
三
 

の
伏
流
水
利
用
）
は
、
着
工
以
 
た
い
も
の
と
再
三
に
亘
り
関
係
 
て

O
大
O
名
で
、
各
校
の
入

来
幾
●
の
悪
天
候
、
水
害
等
と
 
方
面
と
折
衡
中
の
処
中
央
に
於
 
学
児
童
数
の
内
訳
は
左
の
通
り
 

水

道
拡
張
工

事

十

月
完
成
 
一
 
一

千
名
突
破
 

昨
年
十
二
月
起
工
式
を
挙
げ
 
め
t
＃
り
ま
し
た
が
、
何
ん
と

J一
 五
所
川
原
市
内
の
昭
和
三
十

た
上
水
道
拡
張
工
事

（
岩
木川
 
し
て
も
三
十
年
度
中
に
通
水
し
！
．
・
●
 

け
 

？
 
‘
ト
 

夜
間

断
水
解
 
消
 

市
紋
章

入
選
決
定
 

慮
募
責
に
二
二
入
点
 

産
経
新
聞
五
所
川
原
支
局
 
電
話
加
入
申
込
み
 

く
、
よ
り
く
話
が

進
め
ら
本
 
い

三
 
浦
 
武
 
彦
 

促
進
方
に
つ
い
て

・
」
、居
り
声
と
こ
ろ
い
に
迦
か
町
 
さ
 

五
所
川
原
市
松
の
木
 

1
9
tト
‘
、
五
・
、
・
‘
、
内
全
体
（
一
八O
戸
）
の
賛
成
 
下

う
I
I
方
町
t
知
「ノ
康
 
弘
 

ー
壇
適
俣
喝
い

m
mい
橡

h
監
を
リ

紅
い
い
覇

m
 
が
 

籍横
嘱
癌
難
嚢
壕
嘉
買
 

て
も
、
当
市
の
事
情
を
良
く
理
 
で
あ
る
。
 

解
さ
れ
、
今
年
度
建
般
工
費
〒
 

記
 

、
七
o
O
万
円
の
起
債
を
そ
の
r
五
所
川
原
小
学
校
 

ま
、
認
め
る
こ
と
に
な
つ
た
の
 
栄
 
ク
 

で
、
早
急
に
そ
の
施
工
方
針
を
 七
ッ
舘
 
・
 

整
備
し
遅
く
と
も
十
月
中
に
は
 
沖
飯
詰
 
ォ
 

通
水
が
出
来
る
こ
と
に
な
つ
た
一田
川
 
ク
 

。
 

【
麟
ケ
岡
 
庁
 

こ
れ
が
完
成
の
あ
か
つ
き
に
一
藻
川
 
方
 

は
、
多
年
の
間
需
用
者
に
不
便
 
野
里
 
ク
 

を
与
え
た
夜
間
の
断
水
は
解
消
 
松
野
木
 
ク
 

し
又
火
災
時
の
水
圧
低
下
等
の
 
松
島
 
ク
 

心
配
が
h峡
、
、な
る
ば
か
り
で
な
 
一
野
坪
 

I
 

く
、
現
在
の
下
平
井
町
水
源
池
 
金
山
 

ク
 

の
深
井
戸
よ
り
揚
水
し
て
い
る
 
水
野
尾
 
4
 

鉄
及
び
鉄
パ
ク
テ
リ
ャ
を
含
ん
 
飯
詰
 

β
 

だ
水
を
給
木
せ
ず
に
す
む
の
で
 
興
隆
分
校
 

、
名
来
共
に
上
水
道
と
し
て
利
 
毘
沙
門
小
学
校
 

用
し
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
る
 

計
 
一
、

O
大
〇
名
 

間
、
 五
所
川
原
市
絞
章
の
最
終
 

五
醒
原
」二
「
円
 

房
笥
 

鋸
、
齢
緩
醗
器
 

五
所川
原
軒
“転
弘
 
捻
護
、ノm
噴
湾
歌
議

継
郵
賛
灘
輪
 

‘

作
黒
 

く
鯛
鍵
註

驚
 

笥
懸
難
 

く
 

競
繊
競
」
註
加
協
一
 

臓
乳
文
夢
詳
、
か
影
剥
寿
た剖
軒
溝
叫
m

、
唯
縄
遭
一
致
 

「
一か
谷秀
司
 

ー
「
 

縄
響
諜
鋒
髭
鱒
・
退
蔵
 

麓
”
総
費
鍵
準
和
間
 
器
碑
一」
 

灘
灘
舞塗
慧
 
灘
蕊
 

日
市
長
、
助
役
、
総
務
課
長
が
 
グ
 

大
色
与
一
郎
 

東
北
電
気
通
信
局
に
早
期
着
工
 

申
込
み
を
t
て
も
．
 こ
れ
が
架
、

田
辺
旅
舘
に
於
て
時
成
式
が
 

一
新

入
学
児
童
 

★
 

奴
 
熱
夢
 

五
舞
籍
鱗

、
？警
か
」
監
器拷
 

＠
野

里
小

学
校
 

三欺
戸
競
蛇
器

影
謹
 

麟

〇
（
延
」
係
 

ぷ
篇
」
犠
器
定
でエ
事カ
 

一
大
名
 
④
お
こ

と
わ
り

一
一
三
名
 市
広
報
の
発
行
日
は
毎
月
十
五

三
名
 
日
で
あ
り
ま
す
が
、
今
月
は
都

七
三
名
 
合
に
よ
り
ニ
十
日
づ
け
と
致
し
 

O
大
〇
名
 
ま
す
か
ら御
了
承
下
さ
い
 

プ
、
匡
濡

源
●
m
鴨
河
で
m
い
 
か
い
」
に
加
加
い
』
 

蒜
”
郵
賢
縫
「
雄
・
退
蔵
岡
書
を
 

「税
金
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
」
 

市
税

瓶
付

に
御
協

力
下
さ

い
 

今
月
は
昭
和
二
十
九
年
度
の
決
算
期
セ
あ
り
、
四
月
末
日

ま
で
の
牧
納
状
況
は
依
然
と
七
て
悪
く
、
徴
牧
員
総
動
員
し

て
、
強
行
徴
牧
に
あ
た
つ
て
居
り
、
悪
質
者
に
は
差
押
を
執

行
し
て
い
る
状
態
で
す
。
即
ち
約
東
納
税
を
央
行
さ
せ
約
東

を
履
行
せ
ざ
る
と
き
は
直
に
瞥
押
を
執
行
し
て
漸
次
帯
納
を

整
理
し
て
い
く
方
針
で
す
か
ら
滞
納
者
は
市
税
の
納
付
に
御

協
力
願
い
ま
す
。
滞
納
額
が
多
い
た
め
田
園
都
市
と
し
て
の

発
展
を
阻
害
す
る
ぱ
か
り
で
た
く
、
市
政
の
運
営
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
税
金
は
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
に
一
日
も
早
 

く
完
納
し
て
下
さ
い
。
 

一
 

O
完
納
で
明
る
い
我
が
家
、
我
が
部
落
 

。
汗
で
働
き
笑
顔
で
完
納
 
一
・
 

。
納
税
で
橋
も
道
路
も
学
校
も
 

。
納
税
で
明
る
く
伸
び
て
行
く
 

東京大相撲五所川原準本場所 
横綱 千代の山．栃錦．鏡里，吉葉山． 

三根山．大内山．若の花他全力士出場 

日 “大月十五日（水） 場所五所川原小学校A 庭 

勧進元 五所川原尊間店会 	大人,-400円 

後援雲語轟髪 震入場料競瑠胴 

力
 

協
 

御
 

に
 

部
 

書
 

図
 

民
 

公
 

五
所

川
原
市
 

公
民
舘
 

生
か
し

ま
し

よ
う
 

皆
様
の
書
斉
を
公
民

舘
へ
移
す
お
気
持
で
、
 

一
人
一
冊
以
上
ど
ん
な

本
で
も
結
購
で
す
か
ら

皆
様
の
公
民
舘
図
書
部

へ
御
寄
贈
願
い
ま
す
。
 

尚
、
御
不
用
の
図
書

雑
誌
は
な
ん
で
も
、
本

時
価
で
買
上
げ
ま
す
か

ら
御
調
ぺ
お
き
下
さ
い
 

市
登
展
に
協
力

す
る
 

田
中
参
議
院
議
員
 

敷

島
町

火
防
 

間
、
全
町
の
納
税
劉
「

紳
）
一
 

片

山
曹
吉
 

戸
7
 

報
 

慶
 

市
 

原
 

所
 

五
 

D
 

30 年 5 月 20 日 



五
所
川
原
市
が
誕
生
し
て
初

の
五
所
川
原
支
部
管
内
（
五
所

川
原
市
、
七
和
村
）
の
消
防
団

聯
合
定
期
観
閲
式
は
去
る
十
五

日
午
前
八
時
の

サ
イ
レ
ン
合
図

に
模
揚
放
水
演
習
に
依
つ
て
、
 

火
蓋
が
切
ら
れ
、
 大
町
通
り
に

於
て
分
列
行
進
が
行
わ
れ
た
後
 

、
特
別
応
援
参
加
の
青
森
自
衛

隊
プ
ラ
ス
パ
ン
ド
の
先
導
で
北

斗
グ
ラ
ン
ド

へ
入
場
、
人
員
姿

勢
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
 

、
纏
振
り
が
公
開
さ
れ
、
優
良

団
員
の
表
彰
式
、
外
崎
観
閲
官

の
講
評
、
成
田
支
部
長
の
訓
示
 

、
来
賓
青
森
知
事

（
代
）
他
数

名
の
祝
辞
が
あ
つ
て
盛
況
裡
に

午
后
零
時
四
十
分
終
了
し
た
。
 

優
良
団
員
の
被
表
彰
者
は
左
 

の
通
り
。
 

O
日
本
消
防
協
会
表
彰
 

中
野
修
三
 
（
旧
五
所
川
原
消
 

防
団
副
団
長
）
 

。
青
森
県
消
防
協
会
表
彰
 

〇
旧
五
所
川
原
 

菊
地
藤
雄
、
石
井
柾
次
郎
、
佐
 

藤
砧
戴
、
寺
田
利
明
、
小
関
豊
 

五
郎
、
中
村
正
雄
 

〇
旧
栄
 

一
戸
忠
一
、
毛
内
隆
、
葛
西
繁
 

夫
、
森
田
修
造
、
藤
田
悠
三
、
 

〇
旧
長
橋
 

伊
藤
重
雄
、
片
岡
勝
雄
、
小
田
 

桐
柾
五
郎
、
今
武
四
郎
 

〇
旧
飯
詰
 

中
谷
賢
造
、
三
浦
松
雄
 

。
旧
松
島
 

伊
藤
良
太
郎
、
太
田
光
治
、
高
 

橋
甚
太
郎
 

〇
旧
中
川
 

田
口
菅
作
、
舘
山
邦
夫
、
古
川
 

良
一
、
秋
田
長
兵
衛
、
高
橋
長
 

声
ュ
門
 

。
旧
三
好
 

高
橋
健
司
、
開
米
喜
代
勝
、
乗

田
松
雄
、
渋
谷

一
 

O
七
和
村
 

・

小
笠
原
清
一
、
小
林
勇
、
翫
谷

作
市
、
伊
藤
三
太
郎
、
須
藤
光

男
、
外
崎
重
正
～
 

O
県
協
会
表
彰
勤
続
章
 

O
旧
五
所
川
原
消
防
団
千
葉

幸
助
外
四
十
一
名
」
 

〇
旧
栄
同
藤
田
長
三
郎
外
三
十

八
名
 

〇
旧
長
梶
同
中
村
幸
太
郎
外
七

十
大
名
 

O
旧
飯
詰
同
高
橋
富
夫
外
十
名
 

O
旧
松
島
同
木
村
伊
省
外
大
十

大
名
 

O
旧
中
川
同
秋
田
平
内
外
十
三
一

名
 

O
旧
三
好
同
渋
谷
与
之
助
外
四
 

ール
 

責
 

の
 

一
進

行
 

万
ノ
 

一
分
 

十
四
名
 

O
七
和
同
堀
内
多
作
外
四
十
四
 

名
 

●
 

．
 

老
人
ホ
ー
ム
、
い
う
言
葉
と

養
老
院
と
い
う
言
葉
か
ら
来
る

感
じ
が
大
変
ち
が
つ
て
ふ
ま
す

が
、
ど
う
も
養
老
院
と
い
う
と

姥
捨
山
と
い
う
感
じ
で
喜
ん
で

行
く
と
い
う
気
分
が
出
な
い
の

で
は
な
い
で
せ
う
か
。
 

こ
れ
で
、
私
は
と
う
い
う
気
 

“雛
騒
疑
接
れ
籍
 

楽
し
む
家
庭
的
な
も
の
を
建
設

し
生
活
に
困
戸
人
も
、
経
済
的

に
余
裕
の
あ
ム
大
で
も
喜
ん
で

生
活
を
楽
し
む
処
に
し
た
い
と

い
う
夢
を
画
い
て
居
り
ま
す
。
 

＠
⑨
＠
⑥＠
@
 

線
路
通
行
者

の
 

取
締
り
に
つ
い
て
 

線
路
通
行
者
の
取
締
り
に
つ

い
て
は
、
毎
年
運
動
月
間
等
を

設
け
通
行
の
危
険
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
り
そ
の
た
び
ご

と
に
御
協
カ
を
辱
う
し
感
謝
に

絶
え
ま
せ
ん
。
 

鉄
道
線
路
は
、

い
ま
さ
ら
申

す
ま
で
も
な
く
、
単
に
我

A
保

線
従
喋
員
や
鉄
道
職
員
の
も
の

で
は
な
く
、
列
車
が
安
全
に
、
 

迅
速
に
走
れ
る
事
の
基
礎
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
い
わ

ば
需
要
者
か
輸
送
の
安
全
に
た

い
す
る
信
頼
の
も
と
に
私
達
は
 

、
日
夜
そ
の
妥
全
保
持
に
最
善

の
努
力
を
傾
注
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

今
回
の
線
路
通
行
取
締
に
つ

い
て
も
、
そ
の
防
護
対
策
の
い

つ
か
ん
と
し
て
、
死
傷
事
故
、
 

列
車
防
害
事
故
は
毎
年
増
加
の

傾
向
に
あ
る
折
柄
、
こ
れ
が
絶

誠
を
期
す
る
た
め
、
今
后
公
衆

の
線
路
通
行
を
禁
止
さ
れ
る
様
 

、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
 

（
雄
ケ
沢
保
線
区
）
 

和
時
代
か
ら
新
憲
法
の
時
代
と

い
う
時
代
の
流
れ
に
よ
つ
て
、

ノ

時
代
の
感
覚
も
異
つ
て
来
ま
す

の
で
、
同
年
代
の
人

A
が
集
つ

て
暮
す
こ
と
は
、
老
境
の
淋
し

さ
を
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
 

そ
の
た
め
か
、
ど
う
か
は
判

り
ま
せ
ん
が
一
且
養
老
院
に
入

つ
た
入
が
一
時
出
所
し
て
も
再

び
そ
こ
の
空
気
に
郷
愁
の
様
な

も
の
を
感
ず
る
の
か
再
入
所
を

希
望
す
る
と
い
う
事
で
す
。
 

如
何
に
老
人
で
も
や
は
り
同

年
配
の
異
性
の
集
団
生
活
に
は
 

及
び
市
盟
会
の
授
助
に
依
り
、
 

五
所
川
原
小
学
校
舎
の
一
部
責
 

破
或
鷺

糾
運
加
 

龍
泉
寺
跡
に
五
月
下
句
完
成
の
 

待
望
の

裏
 

今
年
 

旧
五
所
川
原
町
の
都
市
計
画

の
一
環
と
し
て
、
昭
和
二
十
八

年
度
よ
り
三
ケ
年
継
続
事
業
と

し
て
施
工
中
の
裏
田
町
線
は
、
 

資
金
の
関
係
で
今
年
度
の
完
成

が
あ
や
ふ
ま
れ
て
居
つ
た
処
、
 

過
日
外
崎
市
長
が
上
京
関
係
方

面
と
折
衝
の
結
果
大
。
。
万
円

の
資
金
硬
得
が
出
来
た
の
で
、
 

い
よ
ノ
、
七
月
頃
よ
り
着
工
し
 

せ
ん
。
 

今
度
、
当
市
で
も
九
百
万
円

の
建
築
予
算
で
養
老
院
を
作
る

子
定
で
す
が
、
敷
地
、
一
町
歩

と
い
う
広
さ
に
し
て
、
そ
こ
に

は
畑
の
好
き
な
人
に
は
草
花
な

ど
を
作
ら
せ
野
菜
等
も
自
給
出

来
れ
ば
理
想
的
で
、
牧
草
等
も

つ
け
て
兎
と
か
山
羊
、
緬
羊
等

も
趣
味
の
あ
る
人
に
は
や
ら
せ
 

、
費
鶏
や
小
鳥
等
多
彩
に
趣
味

に
生
き
る
事

t
老
人
と
難
も
働

か
ざ
る
者
は
食
う
ぺ
か
ら
ず
と

迄
は
行
か
な
い
で
も
出
来
る
限

り
の
事
は
や
る
様
に
仕
向
け
、
 

そ
れ
で
蛋
白
質
や
新
鮮
な
野
菜

に
よ
つ
て
栄
豊
を
確
保
す
る
と

い
う
風
に
す
れ
ば
全
国
に
類
の

な
い
行
き
方
に
な
る
の
で
は
な

い
で
せ
う
か
。
 

一
来
る
見
込
で
、
こ
れ
を
一
般
市

一
民
の集
金
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
 

ー
に
な
つ
て
い
る
の
で
市
民
か
ら
 

ー
そ
の
完
成
が
多
大
の
期
待
を
以

一
つ
て
待
た
れ
て
い
る
。
 

田
町

線
 

度
中
 

に
 
完
成
 

今
年
度
中
に
完
成
す
る
こ
と
に
 

な
つ
た
。
 

該
路
線
完
成
に
依
つ
て
市
の

発
展
は
勿
論
の
こ
と
交
通
、
火

防
の
上
か
ら
も
大
い
に
益
す
る

処
が
あ
る
の
で
其
の
完
成
が

一

般
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
 

◆
［
 
マ
 

勿
論
設
備
の
面
も
清
潔
に
し

て
衛
生
的
な
完
備
し
た
も
の
と

し
、
火
災
の
心
配
の
な
い
ュ
チ
 

1
ム
の
暖
房
や
便
所
や
洗
面
所

等
も

F
イ
ル
張
り
位
の
施
設
は

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

日
常
の
生
活
等
で
も
男
女
別

で
な
く
、
新
憲
法
下
の
学
生
の
 

男
女
共
学
の
様
に

t
 

教
養
も
高
め
て
や
る
心
遺
ひ
は

必
要
で
、
お
互
に
理
解
し
合
つ

て
の
、
老
楽
の
恋
も
ほ
、
え
ま

し
い
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

そ
ん
な
場
合
は
四
丁
半
位
の

小
室
を
与
え
て
よ
い
く
ら
い
の

愛
の
巣
を
営
ま
せ
て
余
生
を
幾

分
で
も
華
や
か
に
彩
つ
て
上
げ

る
事
が
出
来
れ
ば
、
老
人
ホ

ー
 

ム
も
又
地
上
天
国
で
は
な
い
で

せ
う
か
。
 

⑨
苗
代

管
理

は
 

手
ま
め

に
 

五
月
の
長
期
予
報
に
依
る
と

気
候
は
月
平
均
、
平
年
よ
り
低

め
で
、
上
旬
前
半
、
中
、
下
旬

半
ば
頃
が
特
に
低
温
で
、
そ
の

間
一
時
強
い
晩
霜
が
予
想
さ
れ

平
年
よ
り
稲

A
不
順
程
度
の
予

報
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
点

を
考
慮
に
入
れ
て
、
こ
れ
か
ら

の
管
理
に
手
落
の
な
い
よ
う
次

の
事
柄
を
参
考
に
し
て
健
苗
育

成
に
努
め
て
下
さ
い
。
 

△
水
苗

代
 

ー
夜
間
寒
冷
に
し
て
降
霜
の
恐

れ
あ
る
場
合
は
租

A
深
水

（
一

寸
五
分
ー
「
寸
）
 
とす
る
こ
と
 

2
病
害
虫
の
防
除
と
使
用
薬
剤
 

（
イ
）イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
 
ジに
線
 

D
D
T粉
剤
二
、
五
％
又
は

B
 

H
c粉
剤
O
、
五
％
ー
】
％
 

（
ロ
）イ
ネ
（
モ
グ
リ
パ
ェ
に
は
 

B
H
c〇
、
O
五
％
液
、
D
D
 

T
乳
剤
（
ニ
O
き
〇
、
‘

O
五
 

%
 

 ヌ
）

イ
ネ
コ
青
虫
に
は

D
D
 

T
乳
剤
〇
、
〇
」
％
液
、

D
D
 

T
粉
剤
ニ
、
五
％
 

位
で
水
を
か
け
て
下
さ
い
 

3
苗
代
末
期
に
冠
水
し
た
場
合

は
黄
化
萎
縮
病
が
発
生
す
る
が

ら
直
ち
に
排
水
に
努
め
退
水
後

六
斗
式
石
灰
倍
量
ポ
ル
ド
ウ
液
 

（
無
着
剤
加用
）
を
坪
拳
り
三

合
の
割
合
で
撒
布
し
て
下
さ
い

△
保
温

折
衷
苗
代
 

一
ー
寒
冷
の
時
に
は
日
中
で
も
稲
 

一蟹
蹴
疑
驚
畿
」
？
 

か
け
る
こ
と
 

2
立
枯
病
が
発
生
し
た
ら
落
水

し
て
浸
潰
用
水
銀
剤
一
、
〇
〇

〇
培
液
 
（
ウス
ブ
ル
ン
又
は
リ

オ
ゲ
ン
五
匁
水
一
斗
）
を
落
水
 

し
て
坪
当
り
三
ー
五
合
の
割
合

で
撤
布
し

一
ー
二
時
間
後
に
水

を
入
れ
る
こ
と
。
 

3
追
肥
に
つ
い
て
は
、
苗
の
生

育
状
態
を
見
て
五
月
十
日
頃
か

ら

一
ー
一一回
速
効
性
窒
素
肥
料
 

〔
硫安
な
ら
ば
坪
当
り
五
ー
大

匁
）
を
施
用
す
る
こ
と
 

但
し
低
温
、
強
風
な
ど
の
為
に
 

、
 苗
が
弱
つ
て
い
る
場
合
は
追

肥
を
や
る
こ
と
に
よ
つ
て
却
つ

て
悪
く
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

立
直
つ
て
か
ら
施
用
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
リ
ン
ゴ
の
害
敵
モ

ー
ー
リ

ャ
病
防
除
を
撤
底
的
に
行
つ
て

下
さ
い
 

一
、
居
住
し
て
も
ま
だ
住
民
登
 

録
を
し
て
い
な
い
人
 

一
、
住
民
登
録
を
し
て
も
現
住

し
て
い
な
い
人
 

一
、
住
所
や
世
帯
の
構
成
に
異

動
変
更
が
有
つ
て
も
、
主
だ
届

出
を
し
て
い
な
い
人
 

一
、
住
民
票
の
記
載
内
容
が
事

央
に
反
す
る
疑
い
に
足
る
理
由

の
あ
る
人
 

米
穀
配
給
通
帳
の
 

住
所

変

更
に
つ
い

て
 

市
内
で
住
所
を
移
動
し
、
現

住
所
と
米
穀
配
給
通
帳
と
の
住

所
が
違
つ
て
い
る
人

A
が
見
受

け
ら
れ
事
務
整
理
上
支
障
を
き

た
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
該
当

の
方

A
は
至
念
、
市
役
所
最
林

商
工
課
へ
米
穀
配
給
通
帳
及
印

】
 

戸
籍
の
窓
 

（
四
月
中

）
 

。
よ
ろ
こ
び
の
部

（
出生
）
 

O
五
所
川
原
 

一
戸
保
孝
、
藤
田
晴
巳
、
佐

A
 

木
直
子
、
大
田
春
子
、
杉
山
富

美
子
、
尾
崎
祥
子
、
北
川
誠
、
 

敦
賀
噴
子
、
鳴
毎
昭
子
、
吉
田

幸
市
、
上
見
優
子
、
千
葉
久
子
 

、
長
内
忠
美
子
、
荒
谷
寿
章
、
 

安
田
京
子
、
野
村
忠
司
、
三
国

谷
奈
保
子
山
内
章
義
、
三
浦
彰

子
、
大
田
哲
広
、
山
口
英
子
、
 

寺
田
光
洋
、
伊
藤
郁
子
、
杉
山

義
彦
、
三
ケ
田
京
子
、
沢
田
憲

克
、
木
村
光
則
 

O
三
好
支
所
 

対
馬
信
子
、

一
戸
勝
利
、
小
笠

原
辛
子
、
小
笠
原
厚
子
、
外
崎

正
憲
、
高
橋
の
り
子
、
長
尾
陽

子
、
長
尾
貞
子
、
木
村
淳
子
、
 

小
野
恵
美
子
、
野
呂
貴
子

〇
栄
支
所
 

藤
田
洋
治
、
鳴
海
利
哉
、
木
村

幸
利
、
平
山
辛
正
、
平
山
国
雄
 

、
 木
村
公
雄
、
加
藤
幸

一
、
成

田
健

一
 

〇
中
川
支
所
 

秋
田
昭
美
、
舘
山
敬
、
斉
藤
昌

子
、
高
橋
孝
一
、
舘
山
由
喜
子
 

、
小
野
妙
子
 

〇
長
橋
支
所
 

片
岡
浩
、
松
野
千
代
春
、
松
野

済
栄
、
笹
森
俊
行
、
辻
紀
子
、
 

寺
田
光
洋
、
斉
藤
幸
一
一郎
、
 工

藤
秀
樹
 

・

O
飯
詰
支
所
 

其
田
実
、
鳴
海
信
子
、
山
口
弘

子
、
今
思
美
子
、
鳴
海
昭
子
、
 

三
浦
智
、
大
田
隆
人
、
乳
井
久
 

、
 山
口
思
美
子
、
浜
舘
央
一
、
 

。
松
島
支
所
 

太
田
す
み
子
、
相
原
つ
ま
、
森

弘
子
、
寺
田
則
子
、
木
村
清
美
 

、
島
村
睦
子
、
斉
藤
秋
男
、
小

野
洋
子
、
 

O
か
な
し
み
の
部

（
死亡
）
 

C
五
所
川
原
 

島
村
よ
し
、
鰐
田
リ
イ
、
渋
谷

四
郎
、
小
野
み
ね
生
、
木
村
み

東
、
伊
藤
良
一
、
堀
内
徳
子
、
 

間
山

ュ
キ
、
吉
崎
あ
ね
、
太
田

松
太
郎

・・
 

〇
三
好
支
所
 

木
村
し
な
、
 工
藤
睦
子
、
成
田

笑
子
 

〇
栄
支
所
 
な
し
 

O
中
川
支
所
 

藤
森
ソ
ョ
 

。
長
橋
支
所
 

長
尾
み
ど
り
、
長
尾
柾
次
郎
、
 

佐

A
木
表
つ
、
古
川
フ
ョ
、
中

川
均
、
片
岡
定
吉
、
間
山
俊
雄
 

O
飯
詰
支
所
 

山
口
留
喫
子
、
奥
野
与
作
 

O
松
島
支
所
 

小
田
桐
キ
サ
、
島
村
よ
し
 

F
勇
み
肌

一
千
数
百
名
 

”
五
所
川
原
支
部
消
 

鶏
議
灘
一麟

舞
「
五
地雌
慧
畦
樹
・
へ
「麟
？
」灘
 

係
で
今
日
ま
で
延
引
し
て
居
つ
 
新

庁
舎
の
ニ
曙
は
大
会
護
室
 

た
処
、
こ
の
た
び
、外
崎
市長

と
な
り
大
体ニ
。
o
名
牧
容拠
 
こ

れ
か
ら

の
農

作
業
 

禽
，
目

ー
ー
一
 

蓋
・
刀
 

防
団
観
閲

式
廿
 

老
人
ホ

ー
ム
 
へ
の
夢
 

』
福
祉
事
務

所
長
 
小

島
武
雄
 

明
治
時
代
、
汰
正
時
代
『
昭
二
鵬
力
を
感
ず
る
の
か
も
知
れ
ま
 

・五所川原商工会議所・ 
新庁舎起工式（五月末完成） 

昨
年
度
。
五
所
川
原
市
の
煙
草
消
費
税
の
牧
入

が
約
七

一
三
万
円
で
 
（
税率
一

一
五
分
の

一
O
)
 

あ
つ
た
が
、
今
年
度
は
地
方
税
が
改
正
に
な
る
見

込
み
な
の
で
、
も
し
も
、
税
率
が
改
正

（
一
〇
〇

分
の
九
）
に
な
れ
ぱ
、
当
市
の
こ
れ
が
牧
入
見
込
 

素
、
い鶴
詳
諭

r
 

額
は
約
七
五
〇
万
円
以
上
に
な
る
の
で
、
市
当
局

で
は
、
 こ
の
財
源
に
大
い
に
期
待
し
て
「
F
パ
コ
」
 

は
是
非
市
内
で
買
う
よ
う
望
ん
で
い
る
。
 

因
み
に
、
西
北
両
郡
の
タ
パ
コ
消
費
量
の
内
約
三

分
の

ー
は
五
所
川
原
市
内
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。
 

ー
！
・
ー
 

l

‘
ー
 

市
民
に
喜
ば
れ
る
 

塵
芥

連
搬

車
 

市
で
は
、
塵
芥
処
理
の
合
理

化
を
計
る
た
め
、
こ
の
た
び
、
 

塵
芥
運
搬
専
用
と
し
て
、
ト
ョ

プ
貨
物
自
動
車
（
五
頓
積
）
 
を

購
入
し
、
従
来
の
三
倍
の
能
率

を
上
げ
る
意
気
込
み
で
目
下
全

力
を
あ
げ
て
い
る
の
で
一
般
市

民
か
ら
大
い
に
喜
ば
れ
て
い
る

尚
、
塵
芥
は
勝
手
に
放
棄
す
る

こ
と
な
く
、
沢
山
溜
つ
た
場
合

は
市
役
所
厚
生
課
に
運
絡
下
さ

れ
ば
直
ち
に
処
理
致
し
ま
す
 

住
民
登
録
の
 

責

態
調
査
 

例
年
の
通
り
大
月
一
日
よ
り

大
月
末
日
ま
で
に
住
民
登
録
の
 

鑑
持
声
の
上
住
所
変
更
の
手
続

を
す
る
ょ
う
お
願
い
致
し
ま
す
 

一
嚇
助
か
骨
一
 

井
沼
洋

子
さ
ん
へ
 

新
宮
新
道
は
、
お
説
の
通
り

大
変
悪
い
道
路
で
誠
に
申
訳
あ

り
ま
せ
ん
 

こ
の
道
路
は
、
県
道
に
綱
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
居

り
ま
す
の
で
、
早
速
土
木
事
務

所
に
補
修
方
に
つ
い
て
連
絡
致

し
た
処
、
 こ
の
道
路
だ
け
の
予

算
は
な
い
が
一
般
逆
路
の
補
修

費
で
何
ん
と
か
す
る
と
の
こ
と

で
す
 

市
役
所
と
し
て
も
、
こ
の
道
路

を
完
全
な
も
の
に
す
る
た
め
、
 

予
算
の
許
す
限
り
協
カ
す
る

こ

と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
左

様
御
了
承
下
さ
い
 
（
係
よ
り
）
 

よ
 

・

し
 

タノ：コは市内で買いま 

“
》
《

‘・
●
 

報
 

贋
 

市
 

原
 

所
 

五
 

(2) 昭和 30 年 5 月 20 日 号
 

8
 

第
 


